
 

 

高強度持久性運動が皮膚の物理的バリアに及ぼす影響 
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抄 録 

【目的】 一過性の高強度持久性運動が皮膚の角質水分量に与える影響を明らかにすることを目的とした. 

【方法】 健康な成人男性 7 名(22.3±2.0 歳)を対象とした. 実験は連続した 2 日で行い, 1 日目は安静状態とし, 

2 日目は 20:30 - 21:30 の間に 75%HRmax 負荷で 1 時間の自転車ペダリング運動を実施した. 1 日目(安静日)

の安静前, 安静後, シャワー入浴後, 翌朝, 2 日目(運動日)の運動前, 運動後, シャワー入浴後, 翌朝に行い, 

角質水分量, 日本語版 Profile of Mood States (POMS) 短縮版を測定した.  

【結果】 緊張－不安(T-A)は, 安静日の安静前(pre)と比較してシャワー入浴後(after shower; p<0.05), 翌朝

(next morning; p<0.05)に有意に低値を示し, 運動日の運動前(pre)と比較して運動後(post; p<0.05), シャワー

入浴後(after shower; p<0.05), 翌朝(next morning; p<0.05)に有意に低値を示した. 角質水分量は, 胸部と前腕

のいずれも安静日の安静前(pre)と比較してシャワー入浴後(after shower; p<0.01)に有意に低値を示し, 運動日

の運動前(pre)と比較して運動後(post; p<0.01)に有意に増加した. 胸部と前腕のいずれも post の角質水分量は, 

安静日と運動日の間で有意な交互作用が認められた(p<0.05). next morning の前腕角質水分量は, 安静日と

運動日の間で交互作用を示す傾向がみられた(p=0.08). 

【結論】高強度持久性運動が皮膚の物理的バリアを低下させ, 皮膚感染症の罹患リスクを増大させる可能性が

考えられる. 
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